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南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　1月　16日　(水)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　　　記録者　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

・1/25（金）13：30より夜間想定避難訓練実施します。1/17（木）防災委員の板橋CWがカンファレンスで説明しますが、スタッフは各自企画書に目を通し把握しておいて下さい。
・「患者持参薬の鑑別及び再分包、廃棄薬処理手順の見直しについて」お知らせがきています。新たに用紙記入することとなりますので、スタッフは各自企画書に目を通し、用紙の処理が出来る様にして下さい。“持参薬の鑑別及び再分包依頼書”“薬剤廃棄依頼箋”は処方箋が入っている引き出しにあります。依頼書・依頼箋がなくなったら、WIZで庶務へ発注となります。
・今朝、東病棟でアイソジェンのトロミで誤嚥事故がありました。南病棟でもアイソジェンのトロミ食の患者様がいますので、トロミの硬さを見ながら誤嚥に注意して食事介助にあたりましょう。極端にトロミが緩かったり、硬かったら栄養士・日清職員に報告しましょう。その際は誰のいつの食事がどのくらいのトロミだったのか詳しく報告して下さい。
＜患者様状態報告＞
・古川　徳一様～昨日より発熱あり坐薬（アンヒバ坐薬1/2）挿肛しています。インフルエンザテスト施行の指示あり、陰性でした。バイタルサイン測定・感冒症状の有無・水分補給・発熱時クーリングを行っていきましょう。痰がらみあるときは適宜吸引施行しましょう。
＜皮膚科診察報告＞
・慶長　節子様～診察・軟膏塗布時、拒否強い事から終了となります。入浴時・オムツ交換時、湿疹や発赤みられた時は、再度皮膚科受診しましょう。
＜褥瘡状態報告＞
・三浦　一男様～臀部の褥瘡改善に時間要しています。その為、褥瘡セット採血施行していますが結果はまだ来ていません。褥瘡部の観察、創部洗浄、軟膏＋ラップ保護を継続していきましょう。又、体位交換の表があるので時間ごとにしっかりと体位交換しましょう。
・佐々木　利男様～踵部の褥瘡は改善傾向ですが、まだ皮膚糜爛がみられます。臥床時には踵部を浮かせるように褥瘡予防用具を使用しましょう。引き続き、

　褥瘡部の観察、創部洗浄、軟膏＋ラップ保護継続していきましょう。
・見付　喜久様～左大転子部に発赤見られています。体位交換の表があるので時間ごとにしっかりと体位交換しましょう。ただし、右側に麻痺があるので右側臥位は禁止です。摩擦予防の為、ラップ保護施行しましょう。
＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・佐々木たみ様～物忘れ症状みられ、認知症症状の進行防止のためドリル行っていますが、今後は本人が自ら取り組めるように介入していきます。現在はスタッフの促しが必要ですので、Ａユニットについたスタッフにドリルを促していただきたいと思います。ドリルはＡオフィスカウンターの下に置いてありますのでよろしくお願いします。

・晴山　長司様～1/8転入となっています。臥床傾向強く声掛けにも気分変動あり、プログラム参加などに応じない様子です。声掛け継続し、気分の安定している時は促していきましょう。

・五十嵐タイ様～短距離の歩行は安定していますが、それ以上になると足がもつれたり、足が上がらずすり足になってしまい、下肢の筋力低下がみられます。個別で下肢運動実施を説明すると了承され、今週から実施しています。時折、足痛訴え聞かれますが、無理せずに行っていきます。

・田中金太郎様～個別で下肢運動行っています。運動実施の説明に「運動したほうがいいな」と理解示しています。スタッフの動きを見ながら行うことできています。普段、立ち上がり多く、自力歩行しようとしていること多いため、転倒しないように筋力維持・向上を図っていきます。

・橋本　万　様～自分の要求を大声で叫び落ち着きない状態です。叫ぶことで他者からイライラの訴えが聞かれることあります。叫び声多いときには他者から離れた静かな場所を提供していきましょう。

・上村　木一様～声掛けでホールに出てくること多くなっています。以前より活動性見られていますが、プログラムでは促しがなければ体操もせず、下を向いています。積極的な介入お願いします。また、転倒予防運動実施していますが、指示の理解困難なこと多く、実際に本人の足を動かすことで運動行えています。継続して行っていきます。

・佐々木利男様～1/7転入となっています。以前も南病棟に入院していましたが、プログラムなど拒否なく参加できています。認知機能など以前と大きく変わらないと思われ、疎通比較的取れています。身体機能・認知機能維持できるようプログラム参加声掛けしていきましょう。







